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水時計のひみつをさぐってみたよ

松山市立桑原小学校 第３学年 網 江 そよ風
指導教諭 古 川 智 徳

１ 研究の動機

２年生の冬休みに入院したときに、毎日点滴をした。入院中、点滴の同じリズムで「ぽ
たぽた」と落ちているところをずっとながめていた。そのとき、時計を思い浮かべ、点滴
の「ぽたぽた」と時計の「チッチッチッ」という秒針が同じリズムで動いているように思
えた。ひょっとしたら、この「ぽたぽた」で時間が計れるかもしれないと思い、この研究
をしようと考えた。

２ 研究の目的と方法

水時計を作るために、実験１～実験４を行い、データをとって考察する。
考察したことをもとに改善し、水時計を作る。（実験５・実験６）

３ 準備物

ペットボトル（５００ｍＬ、２Ｌ）、計量カップ、ものさし、アルミパイプ
ビニールチューブ

４ 実験

ペットボトルのふたの穴の大きさを変える。（実験１）
① 方法 ペットボトルに水を入れ、ペットボトルのふたに穴（穴の直径は１㎜、２㎜、

３㎜）を開けて、逆さまにして１分ごとに出る水の量を計量カップで量る。
② 予想 穴が大きいほどたくさん水が出ると思う。だから、穴の直径が一番小さい１

㎜のふたが少しずつ水が出て、時計に使えると思う。
③ 結果 ペットボトルを逆さまにしても水が出なかった。そこで、ペットボトルに穴

を開けてみた。すると、水が出るようになった。
④ 考察 予想した通り、穴が大きいほどたくさん水が出た。直径が１㎜違うと、水の

出る量が全然違うことが分かった。だから、直径が２㎜、３㎜は水が出すぎて、
時計を作るのはむずかしい。時計を作るなら穴の直径が１㎜がよいと思った。
また、穴が一つでは水が出なくて、二つにすると水が出ることにも分かった。
でも、時間がたつとだんだん水の出る量が減ってしまう。
そこで、次はペットボトルに開ける穴の大きさを変えて実験しようと考えた。

ペットボトルに開ける穴の大きさを変える。（実験２）
① 方法 ペットボトルに水を入れ、ペットボトルに穴（穴の直径は１㎜、２㎜、３㎜、

４㎜）を開けて、逆さまにして１分ごとに出る水の量を計量カップで量る。
② 予想 実験　では、ふたの穴が大きいほどたくさん水が出たので、ペットボトルの

穴も大きいほど、たくさん水が出ると思う。
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③ 結果
キャップの穴の大きさ 直径１㎜ ペットボトルの穴の大きさ 直径２㎜

キャップの穴の大きさ 直径１㎜ ペットボトルの穴の大きさ 直径３㎜

キャップの穴の大きさ 直径１㎜ ペットボトルの穴の大きさ 直径４㎜

④ 考察 ペットボトルの穴の大きさを変えても、出ていく水の量はあまり変わらない。
不思議である。実験 と から出ていく水の量は水が出るキャップの穴の大き
さが大切だと思った。次は、もっと大きな穴を開けたらどうなるかと思い、ペ
ットボトルを切ってみようと考えた。

ペットボトルを切る。（実験３）
① 方法 ペットボトルの底を切って、逆さまにして１分ごとに出る水の量を計量カッ

プで量る。
② 予想 実験 では、ペットボトルの穴の大きさを変えても、出ていく水の量はあま

り変わらなかったけど、今度はとても大きな穴なので、たくさん水が出ていく
と思う。

③ 結果
キャップの穴の大きさ 直径１㎜ ペットボトルの穴の大きさ 直径８㎝

④ 考察 出ていく水の量は実験 とほとんど変わらなかった。大きな穴なのに不思議
である。実験 と からペットボトルの穴の大きさは、出ていく水の量に関係
ないと思った。でも、ペットボトルの穴がないと水が出ない。どうして穴がな
いといけないのか。実験 で、水がキャップから出ている途中でペットボトル
の穴を指で閉じると水が止まる。だから、ペットボトルの穴は空気が入ってく
るのではないかと思う。これなら、「プッチン」すると出てくるプリンと理由
が同じになる。もう一つ、疑問がある。実験 ～ で、時間がたつと出てくる
水の量が減ることである。そこで、今度はもっと大きなペットボトルにたくさ
ん水を入れて実験してみようと思う。

時間
水の量（ｍＬ）
時間

水の量（ｍＬ）

１分
６０
６分
２５０

２分
１１０
７分
２７５

３分
１５０
８分
２９５

４分
１９０
９分
３０５

５分
２２０
１０分
３２０

時間
水の量（ｍＬ）
時間

水の量（ｍＬ）

１分
６０
６分
２４５

２分
１０５
７分
２７０

３分
１５０
８分
２９０

４分
１９０
９分
３０５

５分
２２０
１０分
３２０

時間
水の量（ｍＬ）
時間

水の量（ｍＬ）

１分
６０
６分
２４５

２分
１１０
７分
２７５

３分
１５０
８分
２９０

４分
１８５
９分
３０５

５分
２１５
１０分
３１５

時間
水の量（ｍＬ）
時間

水の量（ｍＬ）

１分
６０
６分
２５０

２分
１１０
７分
２７０

３分
１５５
８分
２９０

４分
１８５
９分
３１０

５分
２１５
１０分
３２０
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大きなペットボトルにたくさんの水を入れる。（実験４）
① 方法 ２Ｌのペットボトルに水を入れ、ペットボトルに穴（穴の直径は１㎜）を開

けて、逆さまにして１分ごとに出る水の量を計量カップで量る。
② 予想 実験 ～実験 は５００ｍＬのペットボトルを使っていたが、この実験は２Ｌの

大きなペットボトルでたくさん水が入っているので、たくさん水が出ると思う。
③ 結果

キャップの穴の大きさ 直径１㎜ ペットボトルの穴の大きさ 直径１㎜

④ 考察 長い時間、水が出続けた。最初たくさん水が出ていたが、だんだん水が出る
量が減って、５００ｍＬのペットボトルと同じくらいの水しか出なくなった。実
験 ～ までしたが、どれも時間がたつと水の出る量が減ってしまう。これは、
水の高さが変わってしまうからだろうか。今のままでも時計を作ることはでき
そうだが、もしも、水の出る量が変わらない方法があるなら、時計として作り
やすいし、使いやすいと思ったので、次は、水が出る量が変わらないような工
夫をしてみようと思う。

水時計を作る！（実験５）
① 方法 ２Ｌのペットボトルを５本使う。そのうち、４

本をはさみで切る。４本のうち、３本はペットボ
トルを積み上げるためと、もう一つは水をためる
ためである。実験 まではキャップから水を出し
ていたが、
時計を作
るなら、
キャップ
からより
も、ペッ
トボトル
の横から

時間
水の量（ｍＬ）
時間

水の量（ｍＬ）
時間

水の量（ｍＬ）
時間

水の量（ｍＬ）

１分
９５
６分
５２０
１１分
８８０
１６分
１１５５

２分
１８５
７分
６００
１２分
９４０
１７分
１２０５

３分
２６５
８分
３８０
１３分
９９５
１８分
１２５０

４分
３５０
９分
７５０
１４分
１０５５
１９分
１２９５

５分
４４０
１０分
８２０
１５分
１１０５
２０分
１３３５

時間
水の量（ｍＬ）
時間

水の量（ｍＬ）
時間

水の量（ｍＬ）
時間

水の量（ｍＬ）

２１分
１３７０
２６分
１５２５
３１分
１６４０
３６分
１７２０

２２分
１４０５
２７分
１５５０
３２分
１６６０
３７分
１７３０

２３分
１４４０
２８分
１５７５
３３分
１６８０
３８分
１７４０

２４分
１４７０
２９分
１６００
３４分
１６９５
３９分
１７５０

２５分
１５００
３０分
１６２０
３５分
１７１０
４０分
１７６０
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水が出るほうが便利である。そこで、ペットボトルの横に穴を開けてアルミパ
イプをさして、そこから水が出るようにしたいと思った。これにビニールパイ
プをつないで、水がきれいに出るようにした。このペットボトルと、ビニール
パイプをつないだアルミパイプを使って、水時計の原型を作った。実験 まで
は時間がたつと水の高さが減っていったが、この水時計はずっと右側のペット
ボトルから水が出て、左側のペットボトルの水があふれ出しているので、左側
のペットボトルでアルミパイプと水面の高さがずっと変わらない。実験 で、
水の高さが変わると水が出る量が変わると思ったので、水の高さが変わらない
ようなものを作ってみようと考えた。また、水の高さが大切だと思ったので、
ペットボトルに穴を３つ（水面までの高さが１㎝、２㎝、３㎝）開けて、実験
をした。使わない穴はビニールテープでふさいた。

② 予想 時間がたっても同じ量の水が出ると思う。そして、水の高さがあるほど（下
の穴ほど）、たくさん水が出ると思う。

③ 結果
水面までの高さ１㎝

水面までの高さ２㎝

水面までの高さ３

④ 考察 時間がたっても、水が出る量が変わらなかった。これなら、時計を作りやす
い。予想通り、穴から水面までの高さが高いほど、１分間に出る水の量が多か
った。実験では計量カップに水をためていったけれど、ペットボトルに目盛り
をつけて、水時計の完成である。２０分までなら計ることができる。でも、この
水時計はずっと水があふれていないといけなくて水がもったいないし、家の中
で使うのは不便である。次は水があふれなくてもよい水時計が作れないか考え
てみたい。

もう一つ、水時計を作る！（実験６）
① 方法 実験 の水時計はずっと水をあふれさせないといけないので、どうすれば水

があふれないような水時計ができるか考えてみた。実験 で作った水時計の右
側のペットボトルのキャップを閉めると、水は出なくなる。キャップに穴を開
けると水が出るけど、水の高さが減っていき、実験 までと同じである。でも、
キャップに穴を開けて、アルミパイプをさして、水が出ていくアルミパイプに

時間
水の量（ｍＬ）
時間

水の量（ｍＬ）

１分
８５
６分
５１０

２分
１７０
７分
５９５

３分
２５５
８分
６８０

４分
３４０
９分
７６５

５分
４２５
１０分
８５０

時間
水の量（ｍＬ）
時間

水の量（ｍＬ）

１分
９５
６分
５７０

２分
１９０
７分
６６５

３分
２８５
８分
７６０

４分
３８０
９分
８５５

５分
４７５
１０分
９５０

時間
水の量（ｍＬ）
時間

水の量（ｍＬ）

１分
１００
６分
６１０

２分
２００
７分
７０５

３分
３０５
８分
８０５

４分
４０５
９分
９０５

５分
５０５
１０分
１００５
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アルミパイプ 

水水のの高高ささがが、、ずずっっとと変変わわららなないい。  
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近づけるとどうなるかと思った。実際に、キャップにアルミパイプをさしてみ
ると、そのアルミパイプから水があふれてこない。だから、このアルミパイプ
の中は空気のままである。ペットボトルの水は減っていくが、キャップからさ
したアルミパイプの中が空気だから水が出るアルミパイプの近くの水の高さは
ずっと変わらない。実験５で水の高さが変わらなければよいことが分かったの
で、これを使って実験してみた。それから、やはり水の高さが大切だと思った
ので、水が出ていくアルミパイプとキャップからさしたアルミパイプの高さ
（１㎝、２㎝、３㎝）を変えて、実験してみた。

② 予想 時間がたっても同じ量の水が出ると思う。そして、アルミパイプの高さに差
があるほど、たくさん水が出ると思う。

③ 結果
水の高さ１㎝

水の高さ２㎝

時間
水の量（ｍＬ）
時間

水の量（ｍＬ）

１分
７０
６分
４２０

２分
１４５
７分
４９０

３分
２１０
８分
５６０

４分
２８０
９分
６３０

５分
３５０
１０分
７００

時間
水の量（ｍＬ）
時間

水の量（ｍＬ）

１分
８５
６分
５１０

２分
１７０
７分
５９５

３分
２５５
８分
６８０

４分
３４０
９分
７６５

５分
４２５
１０分
８５０
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水時計の完成！

－４５－

水の高さ３㎝

④ 考察 時間がたっても、水が出る量が変わらなかった。実験 で作った水時計と同
じであった。そして、水の高さがあるほど、水がたくさん出た。キャップから
さしたアルミパイプからブクブクとあわが出ていた。外から空気が入ってくる
んだと思う。それから、キャップからさしたアルミパイプを水が出ていくアル
ミパイプより下にすると水が出なくなった。キャップからさしたアルミパイプ
と水が出ていくアルミパイプの位置が大切である。この水時計は水がこぼれな
いし、部屋の中でも使える便利な水時計である。

５ まとめ

ペットボトルに「水が出る穴」しかないと水は出ない。
「水が出る穴」が大きいほど水はたくさん出るけど、「空気が入る穴」が大きくても
水が出る量は変わらない。
「水が出る穴」と「水面」の高さに差があるほど、水が勢いよく出る。
「水が出る穴」と「水面」の高さを変えない工夫をすると水が出る量は同じになる。
「水が出る穴」よりも「空気が入る穴」を下げると水が出ない。
きちんと２０分が計れる水時計が完成した。見た目は違うが、二つとも同じ量の水が出た。

実験 で作った水時計は見た目は水面が下がってるが、ブクブクと外から空気が入ってき
て、同じ量の水が出続ける。なぜ、これで同じ量の水が出続けるのかは分らなかったが、
次の機会に考えてみたいと思う。

時間
水の量（ｍＬ）
時間

水の量（ｍＬ）

１分
９０
６分
５４０

２分
１８０
７分
６３０

３分
２７０
８分
７２０

４分
３６０
９分
８１０

５分
４５０
１０分
９００




